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岩手県陸前高田市

グリスロで実現する脱炭素と地域課題解決

1. 私たちが解決したい地域課題
2. 解決策としてのグリーンスローモビリティ
3. 地域に愛されるモビリティに向けて
4. 次のチャレンジ（雇用創出＝EVメーカー立上げ・エコドライブ実現）

2024年5月17日
一般社団法人陸前高田グリーンスローモビリティ



（出所）H30.12.11付
東海新報1面

1.私たちが解決したい地域課題

■「地域の足」の問題
市内の災害公営住宅においては、入居者の孤立防止やコミュニティ形成が課題
高齢化が進展する中で、免許返納等により移動手段を持たない高齢者の社会とのつながりを維持することが重要。

■「観光の足」の問題
令和元年にオープンした高田松原復興祈念公園／道の駅高田松原が新たな集客拠点として観光入込客数増に貢献。
一方、周辺への回遊や再訪者増に向けた取り組みを強化しなければ、観光を通じた地域全体の活性化につながらない。

震災前とは異なるコミュニティでの孤立
防止や、移動の足の確保が重要

道の駅高田松原オープン

復興祈念公園／道の駅高田松原の開設後、観光入込客数は大幅増。
一方、周辺施設やまちなかへの回遊は限定的。

（出所）いわての観光統計

（千人）



■陸前高田市における導入の経緯
H31： 4日間の試験運行（環境省補助事業）
R2  ： 2週間の実証事業（国土交通省補助事業）
R3  ：市が２台のeCOM-4を購入（環境省補助事業）
R4 ：運営法人「陸前高田グリーンスローモビリティ」が

市から車両の無償貸与を受け、4/30から本格運行開始。

2.解決策としてのグリーンスローモビリティ (1)

■どのようなモビリティか？
・グリーンスローモビリティは、時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービス
・国土交通省が、高齢化が進む地域での地域内交通の確保や、観光資源となるような新たな観光モビリティの展開など、
地域が抱える様々な交通の課題の解決と、地域での低炭素型モビリティの普及を同時に進める手段として推進

（出所）R4.5.1付 東海新報2面

eCOM-4の特徴

モデルは、スイスのツェルマット！



① 観光事業（休日）
道の駅への来訪客による、周辺の観光
施設や中心市街地への周遊を促進

② 福祉事業（平日）
災害公営住宅から、買い物拠点や市役
所等の主要施設間を運行

発酵パーク・カモシー

陸前高田ワタミオーガニックランド

道の駅高田松原

アバッセたかた（市街地商業施設） 陸前高田市役所 近隣の災害公営住宅

JR陸前高田駅

2.解決策としてのグリーンスローモビリティ (2)



3.地域に愛されるモビリティに向けて (1) ～地元新聞社と連携した情報発信～

（出所）R4.6.10付 東海新報3面 （出所）R4.6.11付 東海新報3面



3.地域に愛されるモビリティに向けて (2) ～試乗イベントの実施～ 

（出所）陸前高田グリーンスローモビリティ インスタグラムより
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①ECOM4は、桐生市のシンクトゥゲザー社が開発し、全て群馬県内産資材を活用

②写真はシンクトゥゲザー社のECOMmini、3時間充電50㎞走行、非常時電源活用可

③シンクトゥゲザー社の協力を得て、陸前高田での製造を目指して準備中

④各所に営農型太陽光発電を計画中、自然エネルギーでのエコドライブを目指します

4.次のチャレンジ（雇用創出＝EVメーカー立上げ・エコドライブ実現）
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